
  令和元年 10月 17日 
 
 

三 田 市 教 育 長 鹿嶽  昌 功 

三田市立ゆりのき台小学校長 福本 八重歌 
 

令和元年度 三田市教育委員会指定 

第 24回 三田市立ゆりのき台小学校 研究発表会（２次案内） 

中秋の候、皆様方におかれましては、日々教育推進のためお励みのことと存じます。 

 さて、本校は国語科を中心にして子どもたちに「確かな言葉の力」をつける研究を進めてま

いりました。特に「思考力の育成」と「深い学びの充実」に重点を置き、実践に取り組

んでおります。本校の取組の一端を下記要領にて公開させていただきます。公務何かとご多用

のことと存じますが、多数の先生方にご参加いただき、ご指導ご助言を賜りたくご案内申し上げ

ます。 

記 

 

１．期 日 令和元年 11月 21日（木）12:50～16:45 

 

２．会 場 三田市立ゆりのき台小学校 

〒669-1324  三田市ゆりのき台４ － 2 4 

☎079-565-7145 

神戸電鉄ウッディタウン中央駅下車西へ約１㎞  

または JR新三田駅乗り換え 

神姫バスゆりのき台４丁目下車東 100メートル 

３．日 程 

   12：50 13：15  14：00 14:10 14:55 15:10         15:30           16:45 
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４．公開授業 教材名 

学年 単元名 教材名 授業者 

1年 公
開
授
業
① 

おはなしのおもしろさをしょうかい 

しよう 
『 サ ラ ダ で げ ん き 』 (東書１年下) 中西 尚子 

2年 むかし話のおもしろさをつたえあおう 『 か さ こ じ ぞ う 』 (東書２年下) 小川 美和 

3年 
「サーカスのライオン」紹介新聞を 

作ろう 
『サーカスのライオン』 (東書３年下) 中 村  恵 

4年 
公
開
授
業
② 
 

『なるほど和と洋リーフレット』を作って 

それぞれのよさを伝えよう 
『くらしの中の和と洋』 (東書４年下) 谷口 万美 

5年 
魅力ポスターで、作品から読み取れる 

作者の願いを伝えよう 
『注文の多い料理店』 (東 書 ５ 年) 田中 和子 

6年 
吟味した資料を活用して説得力のある

プレゼンテーションをしよう 
『 町 の 幸 福 論 』 (東 書 ６ 年) 佐埜 拓真 

各 市 町 教 育 長  様 
各小学校 長   様 
関 係 者 様        



    関西福祉大学教授（学校教育学博士） 

         専門は国語教育学。兵庫県公立学校教諭として３２年間、国語教育を主軸

とした実践を継続。 

第３５回博報賞及び文部科学大臣奨励賞 

第 ５ ７ 回 読 売 教 育 賞 ・ 最 優 秀 賞 

平 成 ２ ０ 年 度 兵 庫 県 ゆ ず り は 賞 

など受賞。小学校国語検定教科書編集委員 

５．全体会 

○あいさつ   学  校  長  福本 八重歌 

三田市教育長  鹿嶽  昌 功 

○研究発表   本 校 教 諭  小玉  直 人 

  ○指導助言   関西福祉大学  伊﨑  一 夫 教授 

６．講 演 

演題 「主体的・対話的で深い学び」を支える ―ゆり小の「継承と継続」― 

講師  関西福祉大学   伊﨑 一夫 教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．参加申込方法 参加申込書にてお申込みください。 

 ・ 申込先   〒669-1324 兵庫県三田市ゆりのき台４丁目 24番地 

         三田市立ゆりのき台小学校 教頭 松田 文貴（まつだ ふみたか） 

          ※ＦＡＸ・メールでも受け付けます。 

FAX：079-565-7146  mail:yurinokidai_syo@mail01.area-sanda-hyogo.jp 

 ・ 締切日   令和元年 11月 1日（金） 

 

………………………………………………切り取り線………………………………………………… 

第 24回 三田市立ゆりのき台小学校 研究発表会 参加申込書 

学校名  電話番号  

所在地  

 

職名 お名前 職名 お名前 

    

    

    

 

新学習指導要領の全面実施を前に、各学校の取り組みは本格化してきました。「主体的・対話

的で深い学び」「見方・考え方」などに関わる議論も活発に行われています。これからの教育に

ついての理解も進み、実践化へのヒントも多く提案されています。一方で、結局のところは何を

変えれば良いのか……という素朴な声も聞こえてきます。「主体的・対話的で深い学び」の具体

化に向けて何が重要なのか、ゆり小の取り組みを例に考えたいと思います。「継承と継続」がキ

ーワードです。 

mailto:yurinokidai_syo@mail01.area-sanda-hyogo.jp

